
　大量生産が可能となり，グローバル化
が進む今日，多種多様な化粧品が選択可
能となったユーザーはメークアップ化粧
品も新商品や新色，嗜好色を瞬間的に
キャッチして化粧品を購入しています。
化粧品市場は，世界各地において日々の
ライフスタイルに利用されており，特に
発展都市における割合が高くなっていま
す1）。現在，日本では，化粧品市場は2兆
2,000億円といわれています。国内の化
粧品市場はこれまで各ブランドが年齢や
価格，機能等さまざまな訴求で商品展開
を行い，消費者のニーズに応じた商品を
上市することで市場拡大を遂げてきまし
た２）が，市場の成熟が進み，またニーズ
の移り変わりも激しくブランドサイクル
が短くなったことから，市場規模は以前
ほど伸びがみられなくなっています。特
に，近年の原油価格高騰による原材料の
値上がりや世界同時不況の影響による売
上高の減少，少子高齢化等の市場構造が
変化してきていることから，減少傾向が

顕著となっています。
　国内化粧品総市場は，横ばい状態が続
いているなかで，自然派・オーガニック
化粧品では着実に市場の成長がみられま
す（図1）。自然派・オーガニック化粧品
業界は，2000年以降増えはじめ，2005年
頃から，“スローライフ”や“ロハス”
といったキーワードの下，オーガニック
化粧品への需要が高まったことで，オー
ガニック化粧品ブランドの輸入が増え続
けています3）。これらの需要の中で，化
粧品ブランドメーカーによる化粧品の容
器リサイクルの取り組みや，開発の段階
から中身の成分だけでなく容器もエコロ
ジーな素材を利用したパッケージ展開も
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図１　出典：国内化粧品総市場と自然派・
オーガニック化粧品市場規模推移と予測2)

　メークアップ化粧品が最後まで使用できないまま捨てられています。これは、化粧
品会社での筆者の就業経験から明らかになったことです。化粧品容器のリサイクルの
取り組みは既に実施されているにもかかわらず，余ったままの化粧品の中身はそのま
ま廃棄されています。つまり、ユーザーは,残っているコスメ化粧品の処理に困ってい
るのです。もう使わなくなったコスメ化粧品を捨てずに何とかできないだろうか？こ
の皆さんの思いに応えたく、プラスコスメプロジェクトのメークアップ化粧品のリサ
イクルの取り組みを紹介したいと思います。 
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ケート調査 （2012年7月実施）を20～60
代の女性対象（80名）に行いました。調
査結果から明らかになったことは，カ
ラー化粧品 （ファンデーション・アイ
シャドウ・チーク・口紅）を使用してい
るユーザー（72名） は，最後まで使用で
きず（図2），新しいものを購入しており,
中身が残ったままの状態で捨てたことが
あるとのことでした。また，捨てるとき
は半分以上残った状態で捨てている回答
者もいて（図3），購買時の商品に対する
満足度と，商品使用開始後の満足度は一
致していません。化粧品は消耗品のため，
ユーザーの化粧品に関する使用期限の認
識として，約5割の回答者が「1年以上たっ
たものを使用しない」という結果となり
ました（図4）。

増えてきました。自然派・オーガニック・
エコに優しい化粧品の市場は，敏感肌を
もつ女性の増加，安全・安心志向の高ま
り，エコやロハス等，環境を重視したラ
イフスタイルを意識する消費者の増加，
社会貢献に配慮した道徳的消費（エシカ
ル消費）の高まりを背景に，近年急速に
拡大し続けています。

　筆者は化粧品会社での就業・販売経験
があり，現場をとおしてみえてきた課題
と、それでいいのだろうかという問題意
識から本プロジェクトを立ち上げる動機
となりました。化粧品のユーザーから使
用期限が不明であることについての質問
や要望を受けることがしばしば
ありました。「使用していない化
粧品があるがいつまで使用でき
るのか」「まだ使用していないの
で残っている （余っている）」「使
い切ることができない」などと
いった意見をよく耳にしました。
化粧品には食品のように賞味期
限が記されているわけでもなく，

「古くなったから」「飽きたから」
「使用しないから」といった理由
から処分に至ります。このよう
なユーザーの細かなニーズを汲
み取り解決するサービスが非常
に大切であると感じていました。
　そこで，化粧品の使用期限問
題についてのユーザーの認識と
対応を調べるために，「化粧品の
利用状況について」 のWEBアン

2 女性における化粧品の消費動向と化粧品の利用状況

使用しているカラー化粧品 

中身が残っている状態
で、捨てた経験がある 

捨てる時は、中身がどのくらい
余った状態で、捨てているか？ 

図2　使用化粧品の現状1

図3　使用化粧品の現状2
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　化粧品の消費期限に関するイギリスの
調査4）によると，イギリス人女性は使っ
ていない化粧品を平均6年間も保管して
います。一番長く保管されているのはア
イシャドウで平均7年間，口紅とリキッ
ドファンデーションは4年間，マスカラ
は2年間，アイライナーは3年間という結
果であり，また，4年前のアイシャドウ
を持っている女性は6%いました。筆者
が行った先述の調査では，1年以上たっ
たものを使用しないという状況でした
が，この調査によればその後も長期間に
わたって保管しているというのが，メー
クアップ化粧品を保有するユーザーの状
況ではないかと思われます。

　この調査では，メークアップ化粧品の
使用期限はファンデーションで6ヵ月，
アイシャドウでは12ヵ月とされています

（表1）が，ユーザーは実際の消費期限が
わらないまま化粧品を使っている状況と
いえますね。化粧品ユーザーは使用期限
を気にしていますが，実際には消費期限
が明記されていない商品もあり，明記さ
れていても認知が低いため，確認方法は
曖味となっています。薬事法第61条5）に
は，「製造又は輸入後適切な保存条件の
もとで3年以内に性状及び品質が変化す
る恐れのある化粧品」は使用期限を明記
することが義務づけられています。しか
し, 3年間品質を保てる化粧品には，使用
期限表示の義務はなく，各メーカーや輸
入業者が化粧品の品質，安定性検査デー
タに基づき，合理的な使用期限を設定す
ることになっているのです。よって，各
メーカーによって提示しているものもあ
れば，記載されていないものもあるとい
う状況が出てくるのです6）。つまり、ユー
ザーは使用期限を把握しないまま使用し
ている状況にあるのです。

　さて、これらのアンケートや調査結果
から，中身を最後まで使用せずに捨て
られるメークアップ化粧品が多いという
実態が明らかとなってきました。化粧品
容器のリサイクルは各企業や行政が環境
活動の取り組みとして行っていますが，
ユーザーの意識や行動との間にギャップ
があり，社会的問題となっていることが
わかってきました。そこで，余ったまま

3 プラスコスメプロジェクトの実践と学びー

どのくらい経った化粧品を使用しなくなるか？ 

図4　使用化粧品の現状3

表１　化粧品の目安となる使用期限4)

アイシャドウ 1年
口紅 1年6カ月

リキッドファンデーション 6カ月
アイライナー 1年

マスカラ 4カ月
コンシーラー 8カ月

チーク 2年
フェイスパウダー 2年

出典：ニュースサイト［Mail Online］

2・3ケ月使用後

30 4010 200

その他

半年使用後

1年以上

2年以上

3年以上

5年以上

8年以上

注）その他にはメーク化粧品を使用しない、化粧品を使用していないユーザーを含む
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捨てられる不要になったメークアップ化
粧品の中身を再活用するためにプラスコ
スメプロジェクトを立ち上げ，化粧品を
通した社会貢献活動を実践していくこと
にしたのです（図5）。プラスコスメプロ
ジェクトとは，不要になり残ったまま廃
棄されているメークアップ化粧品を回収
し，画材として再利用し，ワークショッ
プ活動を通じて化粧品の環境意識を変え
ていく任意団体です。
　プラスコスメプロジェクト活動の一連
の流れとしては，事前に不要化粧品の
回収ボックスを設置し，ウェブサイトや
SNSおよびイベント実施場所などにおい
て回収イベントの告知を行います（図6）。
ワークショップでは，まず不要化粧品の
粉をアクリル画材に変える方法をレク
チャーし，不要化粧品の粉が何からでき
ているかについても参加者に知っていた
だくことから不要化粧品が余ったままで
廃棄されているという実態について説明
します。また，自宅に眠っている不要化
粧品を自身で活用していただくといった
ような，参加者が持参してきた化粧品を
使用するというパターンも取り入れてい
ます。リサイクルをより楽しんでもらえ
るよう参加者自身が作成してできあがっ

た画材で紙製の花や画用紙などに色づけ
してもらっています。全体をとおして，
回収と同時にどのようにリサイクルして
画材に変えるのかというワークショップ
活動とセットにして展開 （図7）してい
くことから，ユーザーの消費実態と社会
貢献認識にふれていくことが可能となっ
たと思います。

　これまでの不要化粧品の回収および
ワークショップ実施にご協力いただい
た団体や企業との取り組みは，博多大丸
のパサージュ広場での不要コスメでお
花を彩るワークショップ（2012年9月），

（独）国際協力機構（JICA）九州との協働
でJR小倉駅のイベントスペースでの不
要コスメを画材にし，アフリカの地図を
彩るワークショップ（2013年5月），九州
国連寄託図書館とのお花を彩るワーク
ショップ（2013年10月），（株）花王とのイ
オンモールおよびゆめタウンでの画材に
変えて絵はがきをつくるワークショップ

（2013年6月・8月，2014年5月・6月），（株）
ルミネとのルミネ町田でのオールドコス
メ回収イベントおよび画材作りのワーク
ショップ（2014年2月，7月），（株）常盤薬
品工業（株）エクセルメイクとの新宿駅メ

図5　プラスコスメプロジェクト活動概要

図6　不要化粧品リサイクルの取り組みの流れ

1.不要化粧品の回収

3.環境型ワークショップ 2.不要コスメが画材に
変わるキット制作

余ったまま処分される不要化粧品

化粧品の粉から画材をつくり

回収ボックスを設置

中身の粉を取り分けて活用

要らなくなったコスメのリサイクル活動報告



トロプロムナードでの古スメ（古いコス
メ）にさよなら回収イベント（2014年9
月）等があります。不要化粧品の回収総
数としてはイベントごとに200個を超え
ることもあり，エクセルメイクとのコラ
ボレーションイベントでは計922個のメ
イクアイテムが回収されています。
　画材づくりのワークショップ参加者は
老若男女問わず，「使えなくなって捨て
ていた化粧品がこのように使えるとは驚
いた」「化粧品のリサイクルは楽しい 」

「キラキラしていて普通の絵の具と違っ
てきれい」「子どもの環境教育によい」「夢
中になれて楽しかった」といった声や，
子どもからは「楽しかった。家でもした
い」「こんなエコ活動をしたと学校で発
表したい」「コスメで紙に絵をかけると
思わなかったし，とっても楽しかった。
またあれば来たい」「いろんな種類の色
があって楽しかった。また，参加してみ
たい」「化粧品できれいな絵の具を作れ
る事を知れてよかった。家でもやってみ
たい」「お化粧で絵の具が作れるのは知
らなかった」といった多くの声が寄せら
れました。また，不要化粧品を回収ボッ
クスに持参してくる方々からは「このよ
うな活動は本当に助かる。捨てることが
でてきなくて処分に困っていたので」「今
後も定期的に回収を実施してください」
といった声をいただいています。現在で
は，全国各地から「不要化粧品回収に協
力したい」と個別での問い合わせもいた
だいている状況です。
　本プロジェクトの実践をとおして，
ユーザーが使用期限を把握していなかっ
た，色が似合わなかった，色に飽きたな

ど，さまざまな理由を背景に余ったまま
使わなくなった化粧品を捨てることがで
きずそのまま時間が経過し，最終的に捨
てるユーザーもいれば，すぐに捨てる
ユーザーもいることがわかりました。今
後の課題として，最後まで使用すること
ができる商品デザインの提案が必要であ
る、との認識を改めてもちました。「使
用者は使い方を忘れたり，間違えてし
まったりすると，自分を責めることがあ
るが，デザイナーは起こり得るエラーが
実際に起こることを想定した上で，その
エラーが起こる確率とエラーが起こった
時の影響が最小になるようにデザインな
ければならない7） 」と認知心理学者のド
ナルド・A・ノーマンが述べているよう
に，ユーザーの立場に立ったモノづくり
が必要です。メーカー側も商品（モノ）
をデザインするのでなく，行動（リサイ
クル）をデザインすることによってユー
ザーの循環社会の気づきへの第一歩とな
るであろうことを理念に掲げていただき
たいと思います。
　本プロジェクトでは，ユーザーの悩
みと現実の間にギャップが存在するこ
とを身をもって体験しました。そうした
ギャップをユーザー自身で解決するため
に，“自分で選択して購入したものに対
して自分でリユースおよび廃棄する"と
いうユーザー参加型は功を奏しました。
そこで，不要になって余ったまま廃棄さ
れるメークアップ化粧品をもっと有効活
用していきながら循環型の社会形成に繋
げること、そして今後は，多くの化粧品
メーカーや化粧品売場でも，容器のリサ
イクルと同様に不要化粧品の回収ボック
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スを設置し，自主的に回収する取り組み
の協力を継続的に形成していくことが課
題となるでしょう。また家でもしたいと
いう多くの声をいただいているので，不
要化粧品があれば自身でもリサイクルが
簡単にできるようにキット開発を目指し
ているところです。

　使い切れずに残ってしまう化粧品は多
くあります。不要になって余ったまま捨
てられているメークアップ化粧品のリ
ユース活動 （プラスコスメプロジェク
ト）を通してわかったことを、化粧品容
器のデザインやマーケティングの対象と
して有効活用していく必要が高まってい
ます。近年，環境に配慮した商品や社会
的責任を果たしている企業の製品を積極
的に購入するグリーンコンシューマーが
増え８）ています。人々の価値観に変化が
みられ，社会や環境との共生を求め，社
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会的にも地球的にも持続可能な社会を意
識するようになった時代において，選ば
れる企業 （商品・サービス）とは，どの
ような企業 （商品・サービス）でしょう
か。世界共通目標として国連が定めたミ
レ ニ ア ム 開 発 目 標 （Millenium 
Development Goals）を引き継ぎ，さ
らに発展させる持続可能な開発目標 

（Sustainable Development Goals）が重視
されるようになった今，今後の化粧品の
商品展開にも「社会」との関わりが重要
となっています。容器だけの視点でなく，
余って退蔵しているままのメークアップ
化粧品の廃棄に対しても着目していくこ
とが重要です。メークアップ化粧品を廃
棄したいとき，中身も容器もリサイクル
できるような仕組みづくりを，企業と行
政と団体が連携し合って，日本だけでな
く海外に向けて、環境にもユーザーにも
優しいモノづくりと町づくりとなるよう
今後も取り組んでいきたいと思います。

4 化粧品リサイクル活動の今後に向けて

（廃棄物資源循環学会誌第25巻第3号,PP・201-206（2014）に関連記事掲載）
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